
 
 
 
   
       

 
281 終りの始まり 

 40 周年記念行事を昨年の 5月に終えて、41年目の 6月号は「総合的努力」という

テーマで出発をしました。40年の終りに、始まるということで総論的に「基礎から

最新情報」をゼミナールで述べさせて頂きました。 

 7 月号は、終りの始まりを各論的に紹介してまいります。その第一は「好酸球性

副鼻腔炎」についてです。成人喘息の方々の中には合併している方が多いのです。 

「匂いが無い」、「鼻の奥の方から鼻汁が喉の方に垂れてきて、咳が出たり、痰とな

って出るような気がする」、「鼻の奥や前頭部が重く痛い」などの症状が出ます。 

 今年の 7 月 1 日から「難病医療費助成制度」の対象疾病（指定難病）が 110 疾病

から 196疾病が追加となり、306疾病に拡大されました。その最後の 306番目に「好

酸球性副鼻腔炎」が入り、重症な人、好酸球性中耳炎を合併する人などが対象にな

ったのです（次頁以降を参照）。これぞ正に「終りの始まり」の 1つです。 

 第 14 回成人喘息ゼミナールの私の講演の中で、３Ｄ（スリーディー）の映像で副

鼻腔や耳管との関係を立体的に、あちこちから見た人は「そうか、あそこの病気か」

と思い出すことができるでありましょう。医療費もかかり、難病と認定されて、重

症だと助成制度が医師の診断書（15 頁参照）が認められれば対象となるのです。 
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